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業績予想の修正等に関するお知らせ 
 
 平成 20 年 5 月 14 日の第１四半期決算発表時に公表した平成 20 年 12 月期（平成 20 年 1月 1 日 ～ 平成
20 年 12 月 31 日）の中間業績予想との差異の発生及び最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 5 月 14 日の
第１四半期決算発表時に公表した通期の業績予想の修正を下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 20 年 12 月期 中間業績予想との差異（平成 20 年 1月 1日 ～ 平成 20 年 6月 30 日） 
  
(１) 連結中間業績 

（単位：百万円、％、円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益(円)

前回発表予想（Ａ） 32,000 370 70 20 0.42 

当中間期実績（Ｂ） 29,671 443 126 △1,042 △21.75 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △2,329 73 56 △1,062 ― 

増  減  率（％） △7.3 19.7 80.0 △5,310.0 ― 

前期(平成 19 年 12 月期中間)実績 35,802 462 220 68 1.42 

  
  
(２) 個別中間業績 

（単位：百万円、％、円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益(円)

前回発表予想（Ａ） 31,000 350 50 10 0.21 

当中間期実績（Ｂ） 29,043 446 129 △1,044 △21.80 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,957 96 79 △1,054 ― 

増  減  率（％） △6.3 27.4 158.0 ― ― 

前期(平成 19 年 12 月期中間)実績 35,389 455 212 59 1.25 
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２．差異の理由 

(１) 個別中間業績予想との差異 

中間期の売上高につきましては、不動産市況の悪化や改正建築基準法の影響などにより、工事の着工

に遅れが生じ、工事全体の進捗が遅れたために工事進行基準による売上高が減少しました。営業利益及

び経常利益につきましては、受注選別を強化する方針としたことや経費削減に注力した結果、前回予想

を上回ることができました。しかしながら、特別損失において前期損益修正損 443 百万円、販売用不動

産評価損 99 百万円、貸倒引当金繰入額 85 百万円などを計上したことや、繰延税金資産を 655 百万円取

崩したことなどにより、中間純損失 1,044 百万円となりました。 

  

(２) 連結中間業績予想との差異 

上記の個別中間業績予想との差異の発生に伴い、連結中間業績予想との差異が発生しました。  
 
３．平成 20 年 12 月期 通期業績予想の修正（平成 20 年 1月 1日 ～ 平成 20 年 12 月 31 日） 
 
(１) 連結業績予想 

（単位：百万円、％、円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益(円)

前回発表予想（Ａ） 65,000 730 130 50 1.04 

今回修正予想（Ｂ） 63,100 820 230 △990 △20.67 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,900 90 100 △1,040 ― 

増  減  率（％） △2.9 12.3 76.9 △2,080.0 ― 

前期(平成 19 年 12 月期)実績 70,604 889 389 172 3.61 

  
(２) 個別業績予想 

（単位：百万円、％、円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益(円)

前回発表予想（Ａ） 63,000 700 100 30 0.63 

今回修正予想（Ｂ） 62,100 800 210 △1,010 △21.08 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △900 100 110 △1,040 ― 

増  減  率（％） △1.4 14.3 110.0 △3,466.7 ― 

前期(平成 19 年 12 月期)実績 69,485 859 358 148 3.09 

  

４．修正の理由 

(１) 個別業績予想 

通期の売上高につきましては、受注選別の強化に伴い受注見込を通期 60,000 百万円から 55,000 百万

円に修正したことにより、工事進行基準による売上高が減少する見込であります。利益につきましては、

営業利益及び経常利益は前回予想を上回る見込ですが、中間期に特別損失を計上したことなどにより、

当期純損失 1,010 百万円を予想しております。 

  

(２) 連結業績予想 
上記の個別業績予想の修正に伴い、連結業績予想の修正を行うものであります。 

  

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいており、

実際の業績は、今後の経済情勢の変化等により、記載の予想数値とは異なる結果となる可能性がありま

す。 

以  上 


